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レポート

　オープンイノベーションのHorizon（後編）
　－戦略的提携型オープンイノベーションに対する大学の取組－ ·································································  46
　　  第 2調査研究グループ 上席研究官 新村 和久

　企業が主体となって行うオープンイノベーションに対する大学の取組について、オープンイノベーションの類型を
コンソーシアム型、戦略的提携型（技術探索型と技術提供型）に分類した後、国内での大学が関わる最新動向につい
て洞察を行った。
　後編では、技術探索型では、企業ニーズに対して種々のアプローチがあり、国内技術シーズの活用余地が潜在的に
高いこと、技術提供型においては、文系産学連携を例に、企業のシーズを活用した事業創出の可能性があること、な
どを明らかとした。

　日本企業によるイノベーションの実像
　－『第 4回全国イノベーション調査統計報告』－ ···························································································  52
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　科学技術・イノベーションに対する政策形成では、客観的なエビデンスに基づく合理的かつ透明性の高いプロセス
が求められている。こうした背景のもと、各国では、国際標準に準拠した統計調査を実施して、企業のイノベーショ
ンやイノベーション活動の状況・動向を把握している。我が国では、科学技術・学術政策研究所（NISTEP）が「全国
イノベーション調査」を実施しており、2015年に実施した最新の第 4 回調査の結果を公表した。本稿では『第 4回
全国イノベーション調査統計報告』として公表された調査結果をもとに、2012年度から 2014年度にかけて日本企
業が実現したイノベーションや実施したイノベーション活動について明らかにする。

　OECDブルースカイⅢ科学・イノベーション指標フォーラム報告 ···························································  58
　　  第 2研究グループ 総括主任研究官 富澤 宏之

　経済協力開発機構（OECD）の主催によるブルースカイⅢ科学・イノベーション指標フォーラム（OECD Blue Sky 
Ⅲ Forum on Science and Innovation Indicators）は、科学技術・イノベーション統計・指標について、今後の 10
年間程度を展望するとともに、政策に関連した今後の展開の道筋を探ることなどを目的とする国際会議であり、ベル
ギーのヘント市において、2016年 9月 19日～ 21日に 10年ぶりに開催された。本フォーラムは、統計・指標を
テーマにしているが、広く科学技術・イノベーションに関する研究や政策の世界的な動向を把握し、また、今後を展
望する上で極めて重要な会議であるため、本稿ではその概要を報告する。
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